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【
著
作
】　

『
敗
北
の
文
学
』（
昭
和
21
・
岩
崎
書
店
）

『
宮
本
百
合
子
の
世
界
』（
昭
和
55
・
新
日
本
出
版
）

『
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
』
全
四
巻

（
昭
和
41
〜
55
・
新
日
本
出
版
）
ほ
か

　
「
私
は
、瀬
戸
内
海
に
面
し
た
山
口
県
の
農
村
─
熊
毛
郡
光
井
村（
現
・

光
市
光
井
）
に
生
ま
れ
た
。
そ
こ
の
小
学
校
を
出
て
、
徳
山
中
学
四
年

修
了
で
十
六
歳
の
と
き
松
山
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
当
時
、
高
校
柔

道
で
有
名
だ
っ
た
松
高
柔
道
部
か
ら
誘
わ
れ
た
点
も
あ
っ
た
の
だ
が
、

南
の
国
、漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
地
へ
の
何
か
し
ら
の
期
待
も
あ
っ

た
。」
は
『
宮
本
顕
治
現
代
論
集
』
全
十
六
巻
の
中
、「
私
の
五
十
年
史
」

（『
救
国
と
革
新
を
め
ざ
し
て
』
所
収
）
の
一
節
で
あ
る
。

　

宮
本
顕
治
は
、
東
大
経
済
学
部
在
学
中
に
雑
誌
『
改
造
』
の
懸
賞
文

芸
評
論
に
応
募
し
、
芥
川
龍
之
介
論
「「
敗
北
」
の
文
学
」
で
第
一
席

と
な
っ
て
文
壇
に
登
場
し
た
。
第
二
席
は
小
林
秀
雄
の
「
様
々
な
る
意

匠
」
で
、
こ
の
二
人
が
示
し
た
進
歩
的
で
芸
術
的
な
論
旨
は
、
そ
の
後

の
昭
和
文
学
史
の
進
路
を
方
向
づ
け
た
。

　

以
後
宮
本
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
共
産
党
に
入
党
し
、
同
七

年
（
一
九
三
二
）
に
中
条
（
宮
本
）
百
合
子
と
結
婚
す
る
も
、
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
弾
圧
を
の
が
れ
、
小
林
多
喜
二
と
と
も
に
地
下

生
活
に
入
り
、「
政
治
と
芸
術
・
政
治
の
優
位
性
に
関
す
る
問
題
」
を

発
表
す
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
評
論
集
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
文

学
闘
争
へ
の
道
』
を
刊
行
す
る
も
、
そ
の
年
の
暮
れ
か
ら
太
平
洋
戦
争

終
結
ま
で
獄
中
生
活
と
な
る
。

　

戦
後
は
、
共
産
党
中
央
委
員
と
し
て
、
書
記
長
、
委
員
長
と
働
き
な

が
ら
、『
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
』
等
を
刊
行
し
、
野
間
宏
の
「
真

空
地
帯
」
を
否
定
す
る
評
論
家
達
と
論
争
し
、
か
つ
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
時
代
の
機
械
的
、
観
念
的
な
論
評
を
批
判
す
る
。

　

前
述
の
論
集
中
、『
宮
本
顕
治
対
談
集
』
で
は
、「
徳
山
の
近
く
に
光

市
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
昔
は
虹
ヶ
浜
と
い
う
浜
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
こ
は
文
字
ど
お
り
白
砂
青
松
で
、
三
里
ぐ
ら
い
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

し
た
。
水
も
き
れ
い
で
、
そ
こ
で
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
泳
い
だ
も
ん
で

す
か
ら
、
海
が
子
ど
も
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
い
た
ん
で
す
ね
」
と
郷

愁
も
述
べ
て
い
る
。

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
私
が
旧
制
徳
山
中
学
一
年
の
冬
、
柔

道
の
寒
稽
古
中
に
道
場
壁
面
の
、
明
治
開
校
以
来
柔
道
部
員
の
名
札
が

並
ぶ
中
で
、
裏
返
し
さ
れ
た
一
枚
が
あ
っ
た
。
旧
友
の
肩
車
で
返
し
て

み
る
と
「
宮
本
顕
治
」
と
あ
る
。
そ
の
時
居
合
わ
せ
た
国
漢
の
教
師
が
、

「
お
お
、
宮
本
は
徳
中
で
ワ
シ
と
同
期
じ
ゃ
、
東
大
を
出
た
が
共
産
主

義
者
で
、
現
在
は
刑
務
所
に
居
る
が
の
ー
」
と
な
つ
か
し
げ
に
語
っ
た

思
い
出
が
あ
り
、
遠
い
潮
騒
の
よ
う
に
今
も
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

（
文
・
福
田
礼
輔
）

論文「「敗北」の文学」が
掲載された雑誌『改造』

（1929 年 8 月号）

宮本顕治と宮本百合子（昭和 23 年）
提供・日本近代文学館

年
譜

　

　

　

私
は
も
う
結
論
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

芥
川
龍
之
介
氏
の
文
学
の
「
最
後
の
言
葉
」
は
、
社
会

生
活
に
お
け
る
人
間
の
幸
福
へ
の
絶
望
感
で
あ
っ
た
。
あ

ら
ゆ
る
厭
世
主
義
者
の
よ
う
に
、
氏
は
「
人
間
に
負
は
さ

れ
た
永
遠
の
世
界
苦
」
に
結
論
を
発
見
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
新
し
い
思
想
で
は
な
い
。
新

し
い
感
情
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
自
己
」
へ
の
絶
望
を
も
っ

て
、
社
会
全
般
へ
の
絶
望
に
お
き
か
え
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
の
致
命
的
論
理
に
発
し
て
い
る
。
か
く
て
芥
川
氏
は

氏
の
生
理
的
、
階
級
的
規
定
か
ら
生
ま
れ
る
苦
悩
を
人
類

永
遠
の
苦
悩
に
お
き
か
え
る
。

（
中
略
）

　

な
る
ほ
ど
我
々
は
最
後
の
凄
ま
じ
い
情
熱
を
た
た
え
た

氏
の
遺
稿
等
に
無
関
心
に
な
り
得
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は

芥
川
氏
の
文
学
が
、
我
々
を
内
容
的
に
は
退
嬰
的
な
ニ
ヒ

ル
へ
誘
い
、
形
式
的
に
は
瑰
麗
な
肌
ざ
わ
り
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
よ
り
、
次
の
事
実
に
よ
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
ぬ
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸
術
家
の
多
く
が
無
為
で
怠
惰

な
一
切
の
も
の
へ
の
無
関
心
主
義
の
泥
沼
に
沈
ん
で
い
る

時
、
と
ま
れ
芥
川
氏
は
自
己
の
苦
悶
を
ギ
リ
ギ
リ
に
噛
み

し
め
た
。
ま
た
他
の
遁
世
的
な
作
家
達
に
、
風
流
的
安
住

が
無
力
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
究
極
に
お
い
て
自
己
を
滅

ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
氏
自
身
の
必
死
的
な
羽
搏
き

に
よ
っ
て
警
告
し
た
。
ま
た
氏
は
多
大
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
狭
隘
性
を
内
包
し
つ
つ
も
、
尚
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ

デ
オ
ロ
ー
グ
に
比
し
て
、
広
汎
な
社
会
的
関
心
を
持
っ
て

い
た
―
お
よ
そ
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
お
い
て
で
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。「
後
世
の
士
は
我
々
の
謬
り
を
咎
め
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
我
々
の
情
熱
を
諒
と
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
こ

う
い
う
言
葉
に
息
苦
し
い
闘
い
の
楯
を
求
め
た
芥
川
氏
の

姿
は
、
な
に
か
惻
々
と
し
て
我
々
を
打
つ
で
は
な
い
か
。

　

だ
が
、
我
々
は
如
何
な
る
時
も
、
芥
川
氏
の
文
学
を
批0

判
し
切
る

0

0

0

0

野
蛮
な
情
熱
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は

我
々
を
逞
し
く
す
る
た
め
に
、
氏
の
文
学
の
「
敗
北
」
的

行
程
を
究
明
し
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
「
敗
北
」
の
文
学
を
―
そ
し
て
そ
の
階
級
的
土
壌
を
我
々

は
踏
み
越
え
て
往
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
「「
敗
北
」
の
文
学
―
芥
川
龍
之
介
氏
の
文
学
に
つ
い
て
―
」

（『
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
第
一
巻
』
所
収
）
よ
り

宮
本
顕
治

宮
本
顕
治

（
提
供
・
玉
木
伸
尚
）

明
治
41（
一
九
〇
八
）年

大
正
10（
一
九
二
一
）年

大
正
14（
一
九
二
五
）年

昭
和
3（
一
九
二
八
）年

昭
和
4（
一
九
二
九
）年

昭
和
6（
一
九
三
一
）年

昭
和
7（
一
九
三
二
）年

昭
和
8（
一
九
三
三
）年

昭
和
9（
一
九
三
四
）年

昭
和
12（
一
九
三
七
）年

昭
和
19（
一
九
四
四
）年

昭
和
20（
一
九
四
五
）年

昭
和
26（
一
九
五
一
）年

昭
和
29（
一
九
五
四
）年

昭
和
31（
一
九
五
六
）年

昭
和
33（
一
九
五
八
）年

昭
和
41（
一
九
六
六
）年

昭
和
45（
一
九
七
〇
）年

昭
和
52（
一
九
七
七
）年

昭
和
57（
一
九
八
二
）年

平
成
9（
一
九
九
七
）年

平
成
12（
二
〇
〇
〇
）年

平
成
19（
二
〇
〇
七
）年

一
三
歳

一
七
歳

二
〇
歳

二
一
歳

二
三
歳

二
四
歳

二
五
歳

二
六
歳

二
九
歳

三
六
歳

三
七
歳

四
三
歳

四
六
歳

四
八
歳

五
〇
歳

五
八
歳

六
二
歳

六
九
歳

七
四
歳

八
九
歳

九
二
歳

九
八
歳

10
月
17
日
、
山
口
県
熊
毛
郡
光
井
村
（
現
・
光
市
）
に
生
ま
れ
る
。

山
口
県
立
徳
山
中
学
校
入
学
。

松
山
高
等
学
校
入
学
。

東
京
大
学
経
済
学
部
入
学
。

8
月
「「
敗
北
」
の
文
学
―
芥
川
龍
之
介
氏
の
文
学
に
つ
い
て
―
」
が
雑
誌
『
改
造
』
懸
賞
論
文
の
一

等
入
選
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
る
。

東
大
経
済
学
部
卒
業
。
手
塚
英
孝
ら
の
推
薦
で
日
本
共
産
党
入
党
。
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟

の
一
員
と
し
て
活
発
な
文
芸
評
論
活
動
を
行
う
。

中
条
（
宮
本
）
百
合
子
と
結
婚
。
コ
ッ
プ
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
）
に
対
す
る
弾
圧
が
始

ま
り
、
検
挙
を
避
け
て
地
下
活
動
に
入
る
。
論
文
「
政
治
と
芸
術
・
政
治
の
優
位
性
に
関
す
る
問
題
」

発
表
。

共
産
党
中
央
委
員
に
な
る
。
12
月
、
検
挙
さ
れ
、
麹
町
署
に
留
置
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
十
二
年
間
獄

中
生
活
を
送
る
。
論
文
「
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
懐
疑
的
清
算
主
義
的
傾
向
に
対
し
て
」「
文
化
・

芸
術
運
動
の
基
本
的
方
向
の
歪
曲
に
抗
し
て
」
発
表
。『
レ
ー
ニ
ン
主
義
文
学
闘
争
へ
の
道
』
出
版
。

麹
町
署
か
ら
警
視
庁
の
留
置
場
に
移
送
。
の
ち
、
猩
紅
熱
に
か
か
り
市
ヶ
谷
刑
務
所
の
病
監
に
収
容
。

そ
の
後
、
品
川
署
、
警
視
庁
、
府
中
署
留
置
所
を
経
て
、
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
移
送
。

6
月
、
市
ヶ
谷
刑
務
所
か
ら
巣
鴨
の
東
京
拘
置
所
へ
移
さ
れ
る
。『
文
芸
評
論
』
出
版
。

12
月
、
治
安
維
持
法
違
反
で
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け
、
上
告
。

5
月
、
上
告
審
破
棄
さ
れ
刑
確
定
。
6
月
、
巣
鴨
の
東
京
拘
置
所
か
ら
網
走
刑
務
所
に
移
送
。
8
月
、

日
本
敗
戦
。
10
月
、
連
合
軍
総
司
令
部
が
、
治
安
維
持
法
の
撤
廃
、
す
べ
て
の
政
治
犯
の
釈
放
を
指
令
。

網
走
刑
務
所
か
ら
出
所
。
12
月
、
共
産
党
中
央
委
員
に
就
任
。

1
月
、宮
本
百
合
子
死
去
。『
百
合
子
追
想
』出
版
。『
宮
本
百
合
子
全
集
』の「
解
説
」執
筆
。（
一
九
五
一

〜
一
九
五
三
）

『
批
判
者
の
批
判　

上
巻　

文
学
運
動
の
前
進
の
た
め
に
』『
あ
げ
し
お
に
向
う
た
め
に　

批
判
者
の

批
判　

下
巻
』
出
版
。　

宮
本
百
合
子
の
秘
書
で
あ
っ
た
大
森
寿
恵
子
と
再
婚
。

共
産
党
書
記
長
に
就
任
。

新
日
本
出
版
社
よ
り
全
四
巻
の
『
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
』
の
刊
行
が
始
ま
る
。

共
産
党
幹
部
会
委
員
長
に
就
任
。

参
議
院
議
員
初
当
選
。
一
九
八
九
年
ま
で
二
期
12
年
務
め
る
。

共
産
党
中
央
委
員
会
議
長
に
就
任
。

共
産
党
議
長
、
引
退
。
名
誉
議
長
に
な
る
。

第
22
回
党
大
会
で
、
名
誉
役
員
に
な
る
。

7
月
18
日
、
老
衰
の
た
め
死
去
。

『
評
伝
・
宮
本
顕
治
』
飯
塚
繁
太
郎　

著
（
昭
和
51
・
国
際
商
業
出
版
）

『
宮
本
百
合
子
全
集
』
別
冊
（
平
成
16
・
新
日
本
出
版
社
）

『
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集　

第
一
巻
』（
昭
和
55
・
新
日
本
出
版
社
）
参
照

提
供
・
毎
日
新
聞
社
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